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みんなで支え みんなで築く
福祉のまち美作

笑顔が輝く日

お弁当のお届けと元気な声かけ
夏のボランティア体験事業実施中！
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美作市社会福祉協議会
平成29年度 事業報告・決算報告

　市社協は、６月７日㈭平成30年度第１回理事会を、６月22日㈮第１回
評議員会を開催し、平成29年度事業報告と一般会計収支決算報告が原案
通り承認されました。
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理
事
会
・
評
議
員
会
等
の
開
催
状
況

　

理
事
会
を
５
回
、
評
議
員
会
を
４
回
開
催

し
、
事
業
・
決
算
報
告
、
定
款
の
変
更
、
規

程
の
改
正
、
事
業
計
画
・
予
算
の
決
定
、
美

作
市
障
が
い
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

「
な
ご
み
」
の
受
託
に
つ
い
て
、「
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
行
動
計
画
」
の
策
定
に
つ
い
て
報

告
や
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
評
議
員
選
任
解

任
委
員
会
を
１
回
開
催
し
、
評
議
員
４
名
の

補
充
選
任
を
行
い
ま
し
た
。

監
査
実
施
状
況

　

決
算
監
査
、
中
間
監
査
、
指
導
監
査
を
行

い
ま
し
た
。

寄
附
金
の
状
況

　

地
域
福
祉
の
推
進
の
た
め
に
多
く
の
皆
様

か
ら
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
寄
附
金

の
活
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
紙
５
ペ
ー
ジ

に
記
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

寄
附
金
件
数
：
３
０
０
件

　

寄
附
金
額
：
４
、
７
２
７
、
１
３
２
円

社
協
会
費
の
状
況

　

市
民
や
企
業
等
、
多
く
の
皆
様
に
会
費
を

納
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
区
社
協
の
活

動
費
と
し
て
配
分
（
約
80
％
）
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
数
：
７
、
５
０
７
口

　

納
入
実
績
額
：
７
、
５
７
１
、
５
０
０
円

地
区
社
協
活
動
の
推
進

　

地
区
社
協
を
地
域
福
祉
推
進
の
基
礎
組
織

と
し
て
位
置
づ
け
、
市
圏
域
の
地
域
社
協
連

絡
会
、
地
区
社
協
会
長
会
を
開
催
し
、
連
携

の
強
化
や
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
地
域

の
福
祉
課
題
に
つ
い
て
協
議
す
る
「
福
祉
会

議
事
業
」、
見
守
り
・
支
え
合
い
の
仕
組
み

づ
く
り
と
し
て
、「
お
た
が
い
さ
ま
ネ
ッ
ト

事
業
」
に
３０
地
区
社
協
が
取
り
組
ま
れ
ま
し

た
。

地
域
社
協
連
絡
会
・
地
区
社
協
会
長
会

　

地
域
社
協
連
絡
会
は
４
回
の
役
員
会
を
開

催
し
、
２８
年
度
事
業
の
総
括
や
地
区
社
協
メ

ニ
ュ
ー
事
業
に
つ
い
て
協
議
・
決
定
を
行
い

ま
し
た
。

　

地
区
社
協
事
業
専
門
委
員
会
を
１
回
開
催

し
寄
附
金
事
業
や
社
協
会
費
の
配
分
、
地
区

社
協
メ
ニ
ュ
ー
事
業
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
地
区
社
協
会
長
会
は
１
回
開
催
し
、

２８
年
度
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

地
区
社
協
福
祉
会
議
の
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
取
り
組
み
状
況

　

福
祉
会
議
事
業
は
生
活
福
祉
課
題
の
把
握
、

共
有
を
行
い
ま
し
た
。
３０
地
区
社
協
で
延
べ

94
回
、
１
５
２
７
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
協

議
さ
れ
た
主
な
内
容
は
、
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
の
見
守
り
、
地
区
社
協
だ
よ
り
の
発
行
、

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
開
催
、
認
知
症
研
修

等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

お
た
が
い
さ
ま
ネ
ッ
ト
事
業
の
推
進

　

地
区
社
協
が
運
営
主
体
と
な
り
、
一
人
暮

ら
し
・
高
齢
者
障
害
者
世
帯
等
日
常
的
に
、

見
守
り
が
必
要
な
世
帯
の
拾
い
出
し
を
行
う

見
守
り
会
議
を
開
催
し
、
見
守
り
が
必
要
な

世
帯
に
地
区
住
民
が
定
期
的
に
訪
問
し
、
安

否
確
認
や
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
を
お
手

伝
い
す
る
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

見
守
り
会
議
は
、
区
長
、
民
生
委
員
、
老

人
ク
ラ
ブ
役
員
等
が
、
大
字
ご
と
に
一
つ
の

テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
見
守
り
が
必
要
な
世
帯

や
訪
問
員
の
選
定
を
行
う
も
の
で
、
３０
地
区

社
協
、
１
７
９
集
落
、
延
べ
56
会
場
９
８
７

人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
見
守
り
会

議
の
結
果
、
17
世
帯
に
見
守
り
が
必
要
と
判

断
さ
れ
、
調
整
を
行
っ
た
結
果
、
新
た
に
２

世
帯
で
定
期
的
な
訪
問
が
始
ま
り
、
前
年
度

か
ら
の
利
用
者
は
62
名
、
訪
問
活
動
は
延
べ

６
１
３
回
と
な
り
ま
し
た
。

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
・

　
　
い
き
い
き
サ
ロ
ン
活
動
の
支
援

　

地
域
住
民
と
地
区
社
協
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
が
主
体
と
な
り
、
公
民
館
や
集
会
所
等
を

会
場
に
地
域
住
民
の
交
流
や
集
い
の
場
と
し

て
サ
ロ
ン
活
動
の
運
営
の
支
援
を
行
い
ま
し

た
。
支
援
の
内
容
は
、
食
材
費
の
助
成
、
人

的
派
遣
、
戸
外
活
動
、
レ
ク
用
品
の
貸
出
、

活
動
費
助
成
、
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の
開
催
で
、

サ
ロ
ン
活
動
の
状
況
は

　

サ
ロ
ン
数
：
１
６
１
サ
ロ
ン

（
年
６
回
以
上
開
催
サ
ロ
ン
）

　

登
録
者
数
：
５
、
８
９
７
人
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実
施
回
数
：
２
、
０
３
０
回

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
活
動
す
る
サ
ロ
ン
担
当
者
を
対
象

に
サ
ロ
ン
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
開
催
し
、
情

報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

食
糧
支
援
お
む
す
び
事
業
・

就
学
支
援
リ
ユ
ー
ス
事
業

　

生
活
困
窮
者
支
援
を
目
的
に
、
市
民
か
ら

お
米
の
寄
附
を
募
り
、
困
窮
世
帯
へ
食
料
支

援
を
行
う
「
お
む
す
び
事
業
」
と
、
不
要
に

な
っ
た
制
服
の
寄
附
を
募
り
、
困
窮
世
帯
の

子
ど
も
へ
の
就
学
支
援
と
す
る
「
リ
ユ
ー
ス

事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

〇
お
む
す
び
事
業

　
　

玄
米
の
寄
附
を
７
６
０
ｋｇ
（
19
人
）
い

た
だ
き
、
２２
世
帯
へ
必
要
分
を
提
供
し
ま

し
た
。

〇
リ
ユ
ー
ス
事
業

　
　

市
内
中
学
校
の
体
操
服
を
寄
附
し
て
い

た
だ
き
、
１
世
帯
へ
お
渡
し
し
ま
し
た
。

つ
ど
い
の
広
場
事
業

　

市
内
８
か
所
に
子
育
て
サ
ロ
ン
を
開
設
し
、

サ
ロ
ン
活
動
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

延
べ
開
所
日
数
：
３
１
４
日

　

延
べ
利
用
人
数
：
５
、
３
５
７
人

障
害
者
福
祉
事
業
の
実
施

　

障
害
者
共
同
作
業
所
「
む
ぎ
の
会
」
を
運

営
し
、
障
害
者
の
社
会
復
帰
に
向
け
た
支
援

を
行
い
ま
し
た
。

　

開
所
日
数
：
１
９
０
日

　

延
べ
利
用
人
数
：
１
、
１
７
２
人

子
ど
も
の
学
習
支
援
・

　
　
　
　
　
　
居
場
所
づ
く
り
事
業

　

生
活
困
窮
世
帯
や
ひ
と
り
親
世
帯
等
の
小

中
学
生
に
対
し
て
学
習
支
援
や
居
場
所
の
提

供
等
を
行
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
な

が
ら
、
学
習
意
欲
の
向
上
、
日
常
生
活
習

慣
・
社
会
性
・
自
己
肯
定
感
を
育
む
こ
と
を

目
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

実
施
日
数
：
延
べ
３６
日
間

　

延
べ
人
数
：
７３
人

美
作
市
内
の
社
会
福
祉
法
人
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
連
絡
協
議
会

　

平
成
29
年
６
月
１
日
に
12
法
人
１４
事
業
所

で
組
織
す
る
「
美
作
市
内
の
社
会
福
祉
法
人

等
連
絡
協
議
会
（
通
称
美
作
お
助
け
隊
）」

を
設
立
し
ま
し
た
。
役
員
会
や
作
業
部
会
を

開
催
し
、「
カ
ツ
弁
配
達
事
業
」「
わ
ー
く
・

わ
ー
く
事
業
」「
お
家
さ
わ
や
か
事
業
」
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

〇
カ
ツ
弁
配
達
事
業

　

実
利
用
者
：
７
名
（
３
世
帯
）

　

延
べ
配
食
数
：
１
０
５
食

〇
わ
ー
く
・
わ
ー
く
事
業

　

実
利
用
者
：
２
名

　

受
入
法
人
：
２
法
人

〇
お
家
さ
わ
や
か
事
業

　

実
施
件
数
：
４
件

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

　

育
児
の
援
助
を
受
け
た
い
人
と
子
育
て
の

手
伝
い
が
で
き
る
人
が
会
員
と
な
り
、
一
時

的
に
子
ど
も
を
預
か
る
相
互
援
助
事
業
で
、

援
助
活
動
の
依
頼
や
調
整
を
行
い
ま
し
た
。

　

会　

員　

数
：
１
３
０
人

　

延
べ
利
用
件
数
：
５
０
２
件

「
食
」
の
自
立
支
援
事
業
の
実
施

　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
及
び
高
齢
者
の
み
の

世
帯
等
に
対
し
て
、
弁
当
を
定
期
的
に
提
供

す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
齢
者
の
栄
養
改
善
及

び
安
否
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

配
食
数
：
大
原
支
所
：
７
、
３
５
１
食

　
　
　
　
　

作
東
支
所
：
３
、
８
８
４
食

　
　
　
　
　

英
田
支
所
：
２
、
５
１
７
食

共
同
募
金
配
分
金
事
業

　

募
金
実
績
総
額
：
４
、
２
８
０
、
７
３
０
円

　

配
分
額
：
２
、
１
４
３
、
７
６
４
円

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

　

市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
育
成
支
援
を

行
い
ま
し
た
。

〇
美
作
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
（
３３

団
体
・
６
９
８
名
）
事
務
局

〇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
開
催

　

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
基
礎
課
程
：
受
講

者
12
名

〇
夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
事
業
の
開
催

　

参
加
者
：
中
高
生
２
４
１
名

　

受
入
施
設
：
４６
施
設

〇
小
中
学
生
を
対
象
に
福
祉
教
育
の
推
進

　

６
会
場
：
２
７
５
名

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

　

判
断
能
力
の
不
十
分
な
認
知
症
高
齢
者
や

障
が
い
者
等
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関
す
る

相
談
援
助
や
日
常
の
金
銭
管
理
を
行
い
ま
し

た
。

　

利
用
実
人
数
：
４７
名

　

専
門
員
調
査
活
動
状
況
：
１
、
１
１
７
件

　

生
活
支
援
員
稼
働
状
況
：
５
７
０
回

法
人
後
見
事
業

　

高
齢
者
・
障
が
い
者
等
判
断
能
力
が
低
下

し
た
方
が
地
域
で
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る

よ
う
、
様
々
な
権
利
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う

社
協
が
成
年
後
見
人
、
保
佐
人
、
補
助
人
に

な
る
こ
と
に
よ
り
本
人
の
財
産
管
理
や
身
上

監
護
を
行
い
ま
す
。

　

法
人
後
見
運
営
委
員
会
：
２
回
開
催

　

受
任
状
況
：
受
任
中
13
件
、
受
任
待
２
件
、

　
　
　
　
　
　

終
了
２
件

福
祉
情
報
の
提
供

　

広
報
紙
「
は
い
社
協
で
す
」
を
隔
月
発
行

し
福
祉
情
報
の
早
期
提
供
と
紙
面
の
充
実
に

努
め
ま
し
た
。
有
料
広
告
は
延
べ
44
企
業
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

支
援
費
事
業

　

障
害
者
自
立
支
援
事
業
の
訪
問
介
護
事
業

で
、
大
原
・
作
東
事
業
所
で
障
害
者
の
在
宅

支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

延
べ
訪
問
時
間

　
　

大
原
事
業
所
：
１
、
５
９
６
時
間

　
　

作
東
事
業
所
：
６
７
１
時
間

介
護
保
険
事
業

　

大
原
・
東
粟
倉
・
作
東
事
業
所
で
質
の
高

い
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
共
に
在
宅

福
祉
の
包
括
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〇
居
宅
介
護
支
援
事
業
（
大
原
支
所
）
介
護

サ
ー
ビ
ス
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
等
を
作

成
し
、
相
談
対
応
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
件
数

１
、
６
１
２
件

〇
通
所
介
護
事
業
（
大
原
・
東
粟
倉
・
作
東

支
所
）

　
　

入
浴
・
食
事
・
機
能
訓
練
等
の
通
所
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

　

延
べ
利
用
人
数

　
　

大
原
５
、
３
５
５
人

　
　

東
粟
倉
３
、
４
０
７
人

　
　

作
東
３
、
１
８
１
人

〇
訪
問
介
護
事
業
（
大
原
・
作
東
支
所
）

　
　

ヘ
ル
パ
ー
が
自
宅
に
訪
問
し
、
介
護
や　

　

家
事
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

延
べ
訪
問
時
間

　
　

大
原
７
、
０
５
１
時
間　
　

　
　

作
東
６
、
２
８
９
時
間
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科　　　目
流動資産
現金預金
未収金

固定資産
基本財産
その他の固定資産
建物付属設備
車輌運搬具
器具・備品
ソフトウェア
退職手当積立基金預金
退職給付引当資産
介護保険備品等購入積立預金
介護保険財政調整積立預金
福祉基金積立預金(寄附金)
財政調整積立預金
地域福祉活動基金積立預金
災害救援積立預金

資産の部合計

当年度末 前年度末 増　　減
負 債 の 部

科　　　目
流動負債
未払金
預り金

固定負債
退職給与引当金

負債の部合計
純 資 産 の 部

基本金
地域福祉活動基金積立金
国庫補助金等特別積立金
介護保険備品等購入積立預金
介護保険財政調整積立預金
福祉基金積立預金(寄附金)
財政調整積立預金
災害救援積立預金
次期繰越活動収支差額
(うち当期活動収支差額)

純資産の部合計
負債・純資産の部合計

当年度末 前年度末 増　　減
101,741,910

31,103,631
70,494,579

143,700
573,319,136

6,000,000
567,319,136

(245,259)
(48,517)

(3,603,307)
(0)

(104,870,540)
(24,575,173)
(25,000,000)
(20,000,000)
(9,576,340)

(76,000,000)
(300,000,000)

(3,400,000)
675,061,046

※減価償却累計額　89,398,340円

80,419,771
24,949,074
55,470,697

0
601,475,039

6,000,000
595,475,039

(295,911)
(604,921)

(5,383,378)
(0)

(113,221,930)
(26,242,261)
(25,000,000)
(20,000,000)
(25,326,638)
(76,000,000)

(300,000,000)
(3,400,000)

681,894,810

21,322,139
6,154,557

15,023,882
143,700

△ 28,155,903
0

△ 28,155,903
△ 50,652

△ 556,404
△ 1,780,071

0
△ 8,351,390
△ 1,667,088

0
0

△ 15,750,298
0
0
0

△ 6,833,764

仮払金

資 産 の 部

会費収入
寄附金収入
経常経費補助金収入
受託金収入
貸付事業収入
事業収入
介護保険事業収入
障害者福祉サービス等事業収入
受取利息配当金収入
その他収入

経常収入計（1）
人件費支出
事業費支出

貸付事業支出
事務費支出

共同募金配分金事業費
助成金支出
負担金支出
その他支出

経常支出計（2）

当期資金収支差額合計（10）＝（3）＋（6）＋
前期末支払資金残高 （11）
当期末支払資金残高 （10）＋（11）

収

入

　

　
　支

出

入
収

出
支

入
収

出
支

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

勘　定　科　目

経常活動資金収支差額 （3）＝（1）－（2）
  

施設整備等収入計（4）  
固定資産取得支出  

施設整備等支出計（5）
施設整備等資金収支差額 （6）＝（4）－（5）

積立預金取崩収入
その他の活動による収入

その他の活動による支出

財務収入計（7）  
積立資産支出

財務支出計（8）
財務活動資金収支差額 （9）＝（7）－（8）

本年度決算額 ① 前年度決算額 ② 増　減 ①－②

（9）

経
常
活
動
に
よ
る
収
支

施
設
整
備
等
収
支

15,034,079
15,203,540
△ 169,461

△ 10,037,526
△ 10,037,526

4,996,553

0
0

△ 213,891
0
0

△ 15,750,298
0
0

4,133,872
13,812,143

△ 11,830,317
△ 6,833,764

23,110,845
21,047,333
2,063,512

160,756,871
160,756,871
183,867,716

6,000,000 
300,000,000 

213,891 
25,000,000 
20,000,000 
25,326,638 
76,000,000 
3,400,000 
42,086,565

△ 25,428,569
498,027,094
681,894,810

38,144,924
36,250,873
1,894,051

150,719,345
150,719,345
188,864,269

6,000,000 
300,000,000 

0 
25,000,000 
20,000,000 
9,576,340 

76,000,000 
3,400,000 
46,220,437

△ 11,616,426
486,196,777
675,061,046

平成29年度　貸 借 対 照 表　平成30年３月31日現在 （単位：円）

平成29年度　一般会計資金収支計算書　(自)平成29年4月 1 日　(至)平成30年3月31日 （単位：円）

7,571,500
4,727,132

57,605,910
46,219,320

100,000
2,062,020

171,514,356
7,134,420
2,574,473
5,804,119

305,313,250
245,374,288
51,890,907
2,729,159

100,000
2,143,764

21,390,284
1,165,564

0
324,793,966

△ 19,480,716
0
0
0
0
0

19,811,494
17,943,770
37,755,264
2,394,108
9,592,380

11,986,488
25,768,776
6,288,060

57,308,926
63,596,986

7,697,500
5,440,917

58,622,000
54,399,338

0
2,847,379

166,819,218
7,209,450
2,590,837
1,275,044

306,901,683
221,965,603
60,983,743
2,261,220

0
2,161,561

23,375,517
1,433,256

0
312,180,900
△ 5,279,217

0
0

140,400
140,400

△ 140,400
14,658,128

0
14,658,128
2,255,556
9,006,600

11,262,156
3,395,972

△ 2,023,645
59,332,571
57,308,926

△ 126,000
△ 713,785

△ 1,016,090
△ 8,180,018

100,000
△ 785,359
4,695,138
△ 75,030
△ 16,364
4,529,075

△ 1,588,433
23,408,685

△ 9,092,836
467,939
100,000

△ 17,797
△ 1,985,233

△ 267,692
0

12,613,066
△ 14,201,499

0
0

△ 140,400
△ 140,400

140,400
5,153,366

17,943,770
23,097,136

138,552
585,780
724,332

22,372,804
8,311,705

△ 2,023,645
6,288,060

寄附金活用報告平成29年度

　市民の皆様からお寄せいただきました、香典返しや見舞い返し
等の平成29年度寄附金総額は、4,727,132円となりました。皆
様からのご厚志に、紙面を通じて心よりお礼申し上げます。美作
市社協は、平成29年度の地域福祉活動の財源として、下記のと
おり有効に活用させていただきましたので、ご報告いたします。
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事 業 名 事　業　内　容 金　額

①救 急 医 療 情 報 キ ット
　配 布 事 業

　救急医療情報キットは、緊急連絡先やかかりつけ医、
服薬等の救急情報を入れた筒状の容器を冷蔵庫に保管
し、119番通報で駆け付けた救急隊の救命活動に活かす
もので、地区社協を通じて一人暮らしや高齢者世帯に配
布しました。

平成29年度配布数：476個　　配布総数：4,652個

127,360円

②地 区 社 協 広 報 誌
　作 成 支 援 事 業

　地域住民に身近な福祉に関する情報を提供し、地区社
協活動への理解と協力が得られるよう、地区社協が発行
する広報紙の経費の一部を助成しました。

申請地区社協：15地区　　実施回数：27回

51,060円

③地 域 文 化 伝 承 事 業
　地域の風土や伝統、文化等について地域住民が実演や
体験を通して子どもたちとふれあう世代交流事業を実施
する地区社協に対し、事業費の一部を助成しました。

申請地区社協：１2地区

180,000円

④高 齢 者 ふ れ あ い ・
　い き い き サ ロ ン
　新 規 立 上 げ 事 業

　地区内の大字又は小字単位に、5人以上で登録する
｢高齢者ふれあい・いきいきサロン」を新たに立ち上げた
地区社協に対し、助成金を交付しサロンの普及推進を図
りました。

申請地区社協：4地区

120,000円

⑤友 愛 訪 問 支 援 事 業
　地区社協が実施する友愛訪問活動に対して、市社協よ
り訪問時に配布する野菜ジュース等を提供し、一人暮ら
し高齢者の安否確認と声掛け活動を支援しました。

配布世帯数：2,993世帯

486,413円

⑥高齢者ふれあい・いき
いきサロン助成金事業

　年６回以上開催するサロンに対し、65歳以上の高齢者
の登録人数に応じて活動費を助成しました。

申請サロン：161サロン
2,085,000円

⑦買い物サロン支援事業
　サロン戸外活動以外に、買い物を希望するサロンに対
し、市社協がマイクロバスの貸出しと運転員の派遣を年
１回実施しました。

申請サロン数：20グループ

215,000円

⑧法 人 後 見 事 業
　認知症高齢者・障害者等判断能力が低下した方が、地
域で自立した生活が送れるよう、市社協が成年後見人等
になる法人後見事業の事業費の一部に充当しました。

1,400,000円

⑨｢社協だより」広報事業 　広報紙「はい！社協です」の印刷代に充当しました。 889,054円

⑩子 ど も の 学 習 支 援 ・
　居 場 所 づ く り 事 業

　生活困窮世帯や一人親世帯等の小中学生に対して、学
習支援や居場所の提供をすることにより、学習意欲の向
上や日常生活習慣等を身につけることを目的に作東支所
で事業を実施し、事業費の一部に充当しました。

168,545円

合　　　　計 5,722,432円
※事業費総額に対する寄附金収入不足額995,300円は平成29年度社協会費を充当しました。
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平成29年度社協会費実績額 ７,５７１,５００円

　平成29年度の社協会費は、美作市民の皆様方のご理解とご協力のもとに、下記の実績額となりま
した。これらのご厚志は、地域福祉の推進と地区社協活動のより一層の活性化を図るために有効に
活用させていただきます。社協会費の趣旨にご賛同しご協力をいただきました会員の皆様と加入促
進にご尽力いただきました各地区社協の役員・福祉委員の皆様に、この場をお借りして、心より御
礼申し上げます。

社協会費へのご協力ありがとうございました
平成29年度社協会費実績報告

　美作市社会福祉協議会は、子育て用品と車いすの貸出（有料）事業を行っています。子育て用品は、チ
ャイルドシート、ベビーカー、ベビーベッドです。詳しくは、最寄りの社協各支所にお問い合わせくださ
い。なお、土・日・祝日の休日に使用される場合は、平日に福祉用具貸与申請書を提出してください（申
請書は社協各支所にあります)。

美作市内に居住されている方で、在宅障が
い者及び在宅で療養されている方。介護保
険給付による用具の利用ができる方は対象
になりませんが、貸与期間が４日以内であ
ればご利用いただけます。(無料）
美作市内に在住されている子育て中の方

子育て用品・車椅子の貸出について

【利用料と貸出期間】
【利用できる方】
車　椅　子

子育て用品

勝田地域 大原地域 東粟倉地域 美作地域 作東地域 英田地域

会　費
実績額 833,000円 1,009,000円 308,000円 2,779,500円 1,902,000円 740,000円

助成金
配分額 628,200円 767,000円 236,400円 1,964,100円 1,451,800円 533,400円

品　名 利用料(月額) 貸出期間 備考
車椅子 500円

１ヶ月
以内

貸与期間
４日以内
は無料

チャイルドシート
(０〜４歳) 1,000円

ベビーカー
(１ヶ月〜３歳) 1,000円

ベビーベッド
(新生児〜24ヶ月) 1,000円



不妊でお悩みの方 痛みでお悩みの方
慢性皮膚疾患でお悩みの方 目でお悩みの方
置　き　薬 配　　　達

　　感じ
　 気づき
　　学び

え　　  こ　　  の　　  さ　　  と

　　　　　　　　岡山県美作市川上30-1
TEL：(0868)78-0555　FAX：(0868)78-0556

介護のことなら何でもご相談下さい。
多機能型介護ホームえーる
多機能型介護ホームはーと
デイサービスセンターどりーむ
ケアプランセンターすまいる
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　夏休み期間を利用した「2018夏のボランティア体験事業」の事前研修会を７月14日㈯、作東バ
レンタインプラザで開催しました。
　今年度は美作市内の中高校生約250名の参加希望があり、高齢者施設や児童施設等36施設でボラ
ンティア活動を体験します。
　事前研修会は、ボランティア活動をする上での注意事項や心構えを学ぶために、毎年開催してい
ます。今年度は美作市障がい者地域活動支援センター「なごみ」職員が障がい者支援の仕事につい
て紹介し、参加した生徒たちは障がい者支援についての理解を深めました。
　その後、市社協職員より「夏ボラ体験をする前に知っておいてほしいこと｣、｢元気にあいさつを
する。積極的に活動する。最後まで笑顔で頑張る」等の説明を受け、基本的な心構えを学びました。
　最後にボランティア受け入れ施設との日程調整を行い、夏休み期間中のボランティア活動に向け
た準備が整いました。

・人と話すことが苦手ですが、頑張ります。
・一生懸命頑張る。
・自分の成長のため、ボランティアを通じて色々なこと
　を学びたい。
・ちょっとでも誰かの役に立ちたい。
・相手のことを考えて行動できるようになりたい。

2018年

夏のボラン
ティア

体験事業

事前研修会

体験を通じてあなたは

何を　　 　、

　　　　　　　、

何を　　　 ますか。

研修会に参加した生徒たちの声
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グラウンドで競技を楽しむ参加者

安倍内閣総理大臣のメッセージを代読する
熊谷美作支部副支部長
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競技を通じ健康増進と親睦を図る
～美作市身体障害者福祉協会グラウンド・ゴルフ大会～

　６月26日㈫、武蔵の里グラウンド・ゴ
ルフ場（美作市今岡）において、美作市
身体障害者福祉協会（平田正行会長）主
催の第11回グラウンド・ゴルフ大会が開
催されました。近隣町村からの参加もあ
り、約60名の方が参加され、交流を図り
ながら日ごろの成果を発揮し、楽しくプ
レーされていました。

社明運動で勝英地区保護司会の啓発パレード
　７月３日㈫、勝英地区保護司会による、犯罪のない社会を目指す「第68回社会を明るくする運
動」啓発パレードが、美作市、勝央町、奈義町、西粟倉村で実施され、市町村長宛ての内閣総理大
臣のメッセージを伝達しました。

　出発地点となる美作市庁舎前では、美作市長へ
の伝達式が行われ、保護司、市の職員等関係者参
加のもと、主原啓隆会長のあいさつに続き、熊谷
要治美作支部副支部長が「犯罪や非行のない安全
で安心な地域社会を築くため多くの方々に参加い
ただきたい」との安倍晋三内閣総理大臣のメッセ
ージを代読し、萩原誠司美作市長に手渡しました。
閉会後、参加者は広報車を先頭に管内各市町村を
パレードし、啓発活動を行いました。

皆でボランティア活動を盛り上げよう！
～美作市ボランティア連絡協議会　総会を開催～

　６月21日㈭、美作市北山の「世代交流多目的ホール」にて、各グループ代表者出席のもと総会が
開催されました。
　今年度は33グループの登録があり、当
日は美作市内で活動する手話、託児、読
み聞かせ、介護予防など福祉ボランティ
アグループの代表者が出席し、任期満了
に伴う役員改選や平成30年度事業計画と
して、代表者会や交流会の開催が議案通
り承認されました。
※新役員（敬称略）
（会　長）福田洋江
（副会長）南坂薫・丸本育子
（監　事）有元映子・新免増枝



お気軽にお問い合わせください。 受付時間 9：00～18：00(土・日・祝日は除く）

0120-328-987フリーダイヤル

読み聞かせ

土居小学校の児童と芋まんじゅう作り

地域の行事で楽しく体操

な
心
で
、

送
迎
の
お
手
伝
い
を

致
し
ま
す
。

美作市内の介護送迎は、
シルバーライフサポートももにお任せください！

親
切・丁
寧

集会

買い物

行事
通院

送迎

介護ステーションなな
訪問理容もも
福祉有償運送るる
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【
作
東
地
域
】

青
山
美
和
子 

さ
ん

　作
東
地
域
に
お
住
い
の
青
山
美

和
子
さ
ん
は
民
生
委
員
・
愛
育
委

員
・
介
護
予
防
体
操
の
グ
ル
ー
プ

「
サ
ポ
ー
タ
ー
作
東
」
や
、
地
元
サ

ロ
ン
の
世
話
役
な
ど
様
々
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　介
護
予
防
体
操
の
普
及
を
行
わ
れ
、
地
区
の
様
々
な
行
事

を
通
し
て
後
継
者
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
い
き
い
き
と
活
躍

さ
れ
て
い
る
青
山
さ
ん
に
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ヘルパー急募  時給800円~1,550円 パートさん大募集‼

美作市入田221-1  ☎0868-75-4350
㈱共立メンテナンス美作営業所

＊
今
の
活
動
を
さ
れ
る
に

　
い
た
っ
た
き
っ
か
け
は
？

　
長
年
地
域
の
皆
さ
ま
に
お
世

話
に
な
っ
て
き
た
の
で
、
退
職

し
た
ら
地
域
に
貢
献
し
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。

＊
ど
の
よ
う
な
活
動
を

　
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　
地
区
で
の
活
動
の
他
に
、
サ

ポ
ー
タ
ー
作
東
設
立
の
際
に
誘

い
が
あ
り
、
そ
れ
か
ら
１０
年
間

活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
教
師

を
し
て
い
た
経
験
か
ら
、
家
庭

教
育
支
援
員
と
し
て
も
活
動
し

て
お
り
１０
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　
小
学
校
で
の
読
み
聞
か
せ
や
、

家
庭
教
育
支
援
員
と
し
て
子
育

て
サ
ロ
ン
や
幼
稚
園
・
保
育
園

で
保
護
者
の
方
へ
の
支
援
や
啓

発
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
土
居
小
学
校
の
児
童
・
土

居
幼
稚
園
の
園
児
と
、
文
化
伝

承
活
動
と
し
て
芋
さ
し
か
ら
収

穫
し
た
芋
で
の
ま
ん
じ
ゅ
う
作

り
、
よ
も
ぎ
団
子
作
り
な
ど
年

間
を
通
し
て
小
学
校
・
幼
稚
園

と
協
同
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
サ
ポ
ー
タ
ー
作
東
で
は
地
区

内
で
週
１
回
体
操
の
他
、
地
域

で
の
行
事
に
も
お
声
が
か
か
り
、

皆
さ
ん
と
一
緒
に
体
操
を
し
て

い
ま
す
。

＊
活
動
を
す
る
中
で
楽
し
　

　
か
っ
た
こ
と
嬉
し
か
っ

　
た
こ
と
は
？

　
皆
さ
ん
が
喜
ん
で
く
だ
さ
っ

た
り
感
謝
し
て
く
だ
さ
っ
た
り
、

自
分
自
身
も
元
気
に
な
れ
ま
す
。

　
人
に
し
て
あ
げ
る
の
で
は
な

く
、
自
分
の
た
め
と
思
っ
て
や

っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
喜
ん

で
も
ら
え
た
ら
言
う
こ
と
な

し
！

＊
青
山
さ
ん
の
モ
ッ
ト
ー

（
座
右
の
銘
）
が
あ
れ
ば

　
教
え
て
く
だ
さ
い

　
子
供
た
ち
に
も
教
え
て
き
ま

し
た
が
、「
継
続
は
力
な
り
」

と「
一
日
一
日
を
大
切
に
す
る
」

で
す
。

　
こ
れ
ら
を
モ
ッ
ト
ー
に
自
分

自
身
実
行
し
て
い
ま
す
。

＊
今
後
の
目
標
は
？

　
地
域
に
は
色
々
な
技
術
や
知

識
を
持
っ
た
方
が
た
く
さ
ん
お

ら
れ
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
方
に

活
躍
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
サ

ポ
ー
ト
し
て
、
後
継
者
を
育
成

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

＊
最
後
に

　
若
い
世
代
の
方
か
ら
学
ぶ
こ

と
も
多
い
で
す
。
子
育
て
中
の

世
代
と
、
地
域
の
行
事
な
ど

色
々
な
こ
と
を
お
互
い
に
協
力

し
な
が
ら
や
っ
て
い
ま
す
。
良

い
と
こ
ろ
を
出
し
合
っ
て
地
域

を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。



西日本豪雨被災地支援
高梁市へ災害復興支援
　 ボランティアバスを運行
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ECT山陽  株式会社
エクト

床上浸水した民家の玄関先
(外灯の位置に浸水跡が残っています）

高梁市災害復興支援
　ボランティアバス運行

高梁市災害ボランティアセンター本部

高梁市災害ボランティアセンター受付

　7月22日㈰、西日本豪雨で甚大な被害に見舞われた高梁市へ災害復興
支援ボランティアバスを運行しました。市内在住及び在勤で応募のあっ
た15名と市社協職員３名の合計18名でボランティア活動に従事しました。
　当日は、高梁市南部の高梁川沿いの玉川地区で、民家に流れこんだ土
砂を運び出したり、家財の水洗いや拭き掃除などを行いました。当日の
最高気温は37.8度という厳しい暑さの中、15分の作業と15分の休憩を
繰り返しながら午後３時まで活動しました。休憩中には、水分や塩分を
こまめに補給され熱中症にならないように努めていただきました。
　参加された方からは、｢災害が少ないと言われた岡山県でこのような甚
大な被害が起こって心が痛む。少しでも被災された方のために、自分に
何かできないかと思い参加させてもらった。被災された方が早く元の生
活に戻れるようこれからも支援を継続する」などの声が聞かれました。
　美作市社協は、今後も岡山県社協や市町村社協と連携を取りながら、
引き続き被災地の支援を行って参ります。
　　　　　　　　　　　　（寄稿：大原支所　川野　高典）
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あなたのまちの
高齢者ふれあい・いきいきサロン

11

英田
地域

作東
地域

尾
谷
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

小
滝
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

「
ま
た
来
て
ん
よ
〜
！
」
の

　
　呼
び
か
け
で
楽
し
い
集
い
の
場

「
元
気
で
長
生
き
」
を
合
言
葉
に

　
小
滝
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
は
、
６
月
28

日
㈭
、
お
出
か
け
サ
ロ
ン
で
上
山
の
棚

田
見
学
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

梅
雨
空
の
心
配
も
な
く
、「
上
山
み

ん
な
の
孫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
水
柿
さ

ん
の
案
内
の
元
、
ワ
ゴ
ン
カ
ー
で
棚
田

一
周
、
展
望
台
で
記
念
撮
影
。
水
柿
さ

ん
の
細
や
か
な
説
明
に
、
知
恵
と
体
を

使
っ
て
生
活
の
向
上
を
図
っ
て
お
ら
れ

る
こ
と
や
、
移
住
者
の
方
と
地
元
の

方
々
と
の
融
和
し
て
お
ら
れ
る
姿
に
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
よ
る「
上

山
の
今
と
昔
」
で
は
昔
の
上
山
の
映
像

に
自
分
た
ち
の
思
い
出
話
に
花
が
咲
き
、

上
山
の
お
母
さ
ん
手
作
り
の
健
康
に
配

慮
さ
れ
た
昼
食
は
お
い
し
く
、
ス
タ
ッ

フ
さ
ん
３
人
と
一
緒
に
食
べ
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
は
、
五

大
力
餅
会
陽
で
知
ら
れ
る
顕
密
寺
の
地

区
に
あ
り
ま
す
。
サ
ロ
ン
は
栄
養
委
員

と
愛
育
委
員
が
中
心
に
な
り
、
老
人
ク

ラ
ブ
、
体
操
の
よ
つ
葉
会
の
方
の
協
力

で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
の
方
ば
か
り
で
な
く
若
い
人

の
参
加
も
あ
り
、
場
を
盛
り
上
げ
て
く

れ
て
男
女
を
問
わ
ず
毎
回
３０
数
名
の
集

い
で
す
。

　
詐
欺
予
防
の
寸
劇
鑑
賞
、
囲
碁
ボ
ー

ル
、
体
操
等
を
楽
し
み
な
が
ら
久
し
ぶ

り
に
会
う
友
人
と
の
お
し
ゃ
べ
り
に
皆

家
庭
的
な
雰
囲
気
で
触
れ
合
い
を
大
切

に
さ
れ
て
お
り
、
と
て
も
良
い
雰
囲
気

で
和
気
あ
い
あ
い
と
話
も
弾
み
予
定
の

時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
今
ま
で
に
な
く
有
意
義
な

お
出
か
け
サ
ロ
ン
だ
っ
た
と
皆
さ
ん
の

感
想
で
し
た
。

　
小
滝
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
で
は
、
４
月

に
は
お
ま
わ
り
さ
ん
の
出
前
講
座
「
安

心
、
安
全
に
暮
ら
す
た
め
に
」
を
は
じ

め
、
出
前
講
座
を
中
心
に
こ
ん
に
ゃ
く

作
り
や
、
囲
碁
ボ
ー
ル
を
楽
し
み
な
が

ら
『
元
気
で
長
生
き
』
を
合
言
葉
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

（
寄
稿
：
小
滝
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

代
表
　
春
名
　
映
子
）

さ
ん
花
を
咲
か
せ
て
お
ら
れ
ま
す
。
今

年
は
桜
の
咲
く
頃
、
美
作
市
社
協
支
援

の
バ
ス
ツ
ア
ー
を
利
用
し
て
み
ま
ち
ゃ

ん
ネ
ル
の
ス
タ
ジ
オ
見
学
と
西
粟
倉
旬

の
里
の
バ
イ
キ
ン
グ
を
計
画
し
、
と
て

も
好
評
で
し
た
。
ま
た
、
毎
回
の
食
事

は
旬
の
物
や
畑
で
と
れ
る
物
を
主
に
使

用
し
て
調
理
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
押

し
寿
司
に
挑
戦
し
、
皆
さ
ん
に
と
て
も

喜
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
し
て
「
ま

た
サ
ロ
ン
に
来
て
ん
よ
ー
！
」
と
い
つ

も
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

（
寄
稿
：
尾
谷
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

代
表
　
清
水
　
淑
子
）

「上山の今と昔」上映中

お花見会でかんぱーい！

展望台で記念撮影

みまちゃんネルのスタジオ見学

健康体操でリフレッシュ
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ひ
が
し
あ
わ
く
ら
支
所

さ
く
と
う
支
所

み
ん
な
で
も
り
上
げ
よ
う
‼

　
　
第
６
回 

土
居
地
区
福
祉
の
つ
ど
い

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
東
粟
倉
支
部
の
活
動
紹
介

　
美
作
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
東

粟
倉
支
部
（
福
田
隆
雄
支
部
長
）

で
は
、会
員
同
士
の
仲
間
づ
く
り・

健
康
づ
く
り
・
生
き
が
い
づ
く
り

を
目
標
に
様
々
な
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
ま

す
。

　
６
月
22
日

㈮
に
は
愛
の

　
６
月
２７
日
㈬
、土
居
小
学
校
で「
第

６
回 

土
居
地
区
福
祉
の
つ
ど
い
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
内
で
は

土
居
小
学
校
全
校
生
徒
に
よ
る
元
気

な
歌
声
や
、
地

元
の
方
々
の
多

数
の
出
し
物
が

披
露
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
は
１
５
２
名
の
方
が
ゲ
ー

ム
や
体
操
に
参
加
さ
れ
る
な
ど
、
笑

い
声
の
絶
え
な
い
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
方

か
ら
、「
遠
く
へ
は
行
け
な
い
の
で
、

毎
年
こ
の
集
い
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
」
と
話
さ
れ
、
久
し
ぶ
り
に
会
う

地
域
の
方
と
も
話
し
が
弾
み
、
盛
会

裏
に
終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
寄
稿
：
作
東
支
所
　
川
元
か
お
り
）

村
パ
ー
ク
で
囲
碁
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
14
チ
ー
ム
47
名
の
方
が
４
コ
ー
ト
に

分
か
れ
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
存
分
に

発
揮
さ
れ
、
会
員
同
士
の
親
睦
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
地
域
貢
献
と
し
て
草
刈
奉
仕
作

業
を
年
３
回
実
施
し
て
お
り
、
６
月
15

日
㈮
コ
ス
モ
ス
苑
隣
の
公
園
と
、
コ
ス

モ
ス
苑
周
辺
の
草
刈
奉
仕
作
業
を
行
い

ま
し
た
。
15
名
と
大
勢
の
会
員
が
奉
仕

作
業
に
参
加
し
、
公
園
が
見
違
え
る
よ

う
に
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。
公
園
の

近
く
に
は
、
東
粟
倉
小
学
校
や
幼
稚
園

が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
に
気
持
ち
よ
く

使
っ
て
も
ら
い
た
い
と
頑
張
っ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
12
月
に
は
東
粟
倉
小
学
校

の
５
年
生
６
年
生
と
し
め
縄
づ
く
り
、

来
年
２
月
に
は
２
年
生
と
昔
遊
び
も
予

定
し
て
お
り
、
昔
な
が
ら
の
文
化
を
通

じ
て
児
童
と
交
流
を
行
う
予
定
で
す
。

（
寄
稿
：
東
粟
倉
支
所
　
春
名
知
美
）

土居小学校全児童による合唱

囲碁ボール大会

奉仕作業の合間一休み

介護予防サポーターによる体操

地区の方による寸劇（大きなかぶ）
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美作市障がい者地域活動支援センター  なごみ

なごみ通信
　平成 30 年 4 月 1日より、「美作市障がい者地域活動支援センターなごみ」を
美作市社協が受託し、運営しております。なごみについてご紹介します。

美作市障がい者地域活動支援センター  なごみ　〒709-4234 美作市江見 945（作東総合支所内）
　電話：０８６８－７２－１１５８　FAX：０８６８－７５－１１１８

　今回はなごみがどのような施設で、ご利用方法や開いている日時や料金についてお伝えしました。
　次回は、ふれあいホールの利用等の紹介を予定しています。

Q：なごみってどんなところなの？

A：美作市障がい者地域活動支援センターなごみは、美作市内在住の障がいのある方やそ
のご家族などからの相談に対して、福祉の専門職が必要な福祉サービスへのつなぎや
生活支援、情報提供などを行います。来所面談やご自宅、事業所等への訪問も行って
います。お気軽にご相談ください。
また、障がいのある方が昼間の活動ができる場としてふれあいホールがあり、「誰か
と話がしたい、仲間を作りたい。」「生活のリズムを整えたい。」「相談に乗って欲し
い。」など昼間の時間を自由に過ごしていただいています。

Q：どうすれば利用できるの？

A：相談については申請の必要はなく直接なごみか、あるいは社協の各支所にお問い合わ
せください。ふれあいホールの利用については申請書を提出し登録していただく必要
があります。ご利用される日数に限りはなく、ご自分のペースでご利用でき、ご希望
があれば個別の相談も行っています。

Q：いつ開いているの？

A：毎週の月曜日から金曜日　午前 10 時から午後 3時まで（個別の相談は午前 9時から
午後 5時まで）土日・祝日・年末年始はお休みです。

Q：お金はかかりますか？

A：相談は無料です。ホールでのイベント等では参加者の皆様に材料費や食材費の実費負
担（数百円程度）をいただくことがありますが、その際にはお知らせしています。
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表紙の写真

福祉とは「ふだんのくらしのしあわせ」をみんなでつくるかつどうです。
編集・発行　　社会福祉法人 美作市社会福祉協議会

社協だよりは、皆様からお寄せいただいた社協会費・寄附金の一部を使って発行しています。

本所・作東支所 〒709-4234　美作市江見280
TEL(0868)75-2622　FAX(0868)75-7081

大 原 支 所 〒707-0412　美作市古町1850-1
TEL(0868)78-0509　FAX(0868)78-3230

美 作 支 所 〒707-0014　美作市北山401
TEL(0868)72-3677　FAX(0868)72-3969

勝 田 支 所 〒707-0113　美作市真加部1616
TEL(0868)75-3601　FAX(0868)75-3602

東 粟 倉 支 所 〒707-0403　美作市東青野844-1
TEL(0868)78-2800　FAX(0868)78-2946

英 田 支 所 〒701-2604　美作市福本806-1
TEL(0868)74-2488　FAX(0868)74-3232
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